
指導観 

 本単元では、社会的事象の意味を多角的に考える力を育成することを目指す。そのために、三つの手立てを講じて
いきたい。 

 手立ての一つ目は、身近で様々な立場で考えることのできる「社会の課題」を設定することである。ここでは、「社
会の課題」を「社会において生じている立場の違いによって判断や解決策が分かれるような、解決が容易ではない問
題」と定義する。社会の課題として、「香川県ネット・ゲーム依存症対策条例」を取り上げて単元を構成していく。こ
の条例を取り上げる理由は二点ある。一点目は、ゲームやインターネットは、児童にとって身近なものであり、日常
生活の中であまり馴染みのない「条例」について考えやすくなると考えたからである。二点目は、様々な立場の多様
な考えに気付くことに適していると考えたからである。この条例については、様々な立場の人が多様な考えを述べて
いる。また同じ立場の中にも、賛成的な意見、否定的な意見、中立的な意見がある。この様々な考え方を踏まえて、
思考を働かせれば、「個人」と「社会」を往還させ、社会的な事象の意味を多角的に考える力を育成することができる
と考えた。 

 手立ての二つ目は、「討論的な活動」を設定することである。「討論的な活動」とは、児童が様々な立場に立ち、そ
れぞれの立場から見た良さや課題を出し合うことを通して、様々な立場の考え方に気付き、自分自身の考えの根拠と
することを目的とした議論の手法である。具体的には、「どうすればより多くの人が納得するようなネット・ゲーム依
存症対策条例になるだろうか。」という問いについて、本時で学習する五つの立場に立ち、その立場で出た多様な意見
を基に、より良い提案をグループで考えさせる。 

 手立ての三つ目は、「三度の意思決定場面」を設定することである。条例について学習した場面、調べ学習を通して
学習者自身とは異なる立場の人々の考え方について学習した場面、討論的な活動を終えた場面で、条例に対する自分
の考えを表現させる。一度目と二度目の意思決定場面では、「この条例に対してあなたはどう考えるのか。」という問
いを、三度目の意思決定場面では、「自分だったらより多くの人が納得するような条例にするためにどのような提案
をするのか。」という問いに対する自分の考えを表現させる。これにより、学習者の考えを表現する際の根拠が広まっ
ていくことを目指す。三度目の意思決定場面では、学習者自身の考え方と、様々な立場の人々の多様な考え方を比較・
分類したり、統合したりすることを目指す。 

 これらの手立てを講じることで、社会的事象の意味を多角的に考える力を育成することを目指していく。 

  

 

 

 

１ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元観 
本単元は、小学校学習指導要領（平成 29年告

示）解説社会編（平成30年、以下「29年解説」
とする）の内容(1)ア(ｲ)に基づく単元である。本
単元「わたしたちの生活と政治」は、「わたした
ちの願いを実現する政治」、「わたしたちのくら
しと日本国憲法」の二つの小単元から構成され
ている。本単元では、政治は国民生活の安定と向
上を図るために大切な働きをしていることにつ
いて理解する。その手掛かりとして、国民生活に
は地方公共団体や国の政治の働きが反映してい
ることを調べるようにする。 
 また、「29年解説」の内容の取扱いにおいて、
本単元では、「国民としての政治への関わり方に
ついて多角的に考えて、自分の考えをまとめる
ことができるよう配慮すること」とあり、児童が
多角的に考える手立てを講じる必要性が述べら
れている。よって、社会的な事象の意味につい
て、様々な立場の考え方や願いを踏まえて多角
的に考え、表現する力を育成することを目指し
て、この小単元を設定した。 

第６学年 呉市立阿賀小学校 

児童観 
本学級の児童は、社会科の学習に意欲的に取

り組んでいる。学級アンケートの「社会科が好
きだ」という項目に対して肯定的な回答をした
児童は92％であり、社会の授業に意欲的に取り
組んでいる児童は多い。 
一方で、全国学力・学習状況調査質問紙（令和

５年度実施）の「地域や社会をよくするために何
かをしてみたい」の項目に「当てはまる」と回答
した児童の割合は 25.3％であり、社会への関心
が低い。また、昨年度の社会科の単元末テストの
観点別平均点は、「知識・技能」に関する問題が
91点、「思考・判断・表現」に関する問題が 85点
であり、「知識・技能」については、概ね身に付
いていると言えるが、「思考・判断・表現」にや
や課題がある。単元学習後の振り返りの記述に
おいて、自らが感じたことや考えたことを基に
記述することはできるが、様々な立場の考え方
を踏まえて記述することが苦手な児童が多い。
つまり、多角的に考えることに苦手意識をもっ
ている児童が多くいる。 

令和６年７月３日～７月10日 

男子18人 女子20人 計38人 

６年１組教室 

わたしたちの生活と政治 

～条例を制定する意義や意味とは？～ 
単元名 

社会科 指導者 髙橋 尚也 



２ 単元の目標及び評価規準 

（１）単元の目標 

○国や地方公共団体の政治は、国民主権の考え方の下、国民生活の安定と向上を図る大切な働きをしていることを理

解することができる。（知識及び技能） 

 ○政策の内容や計画から実施までの過程、法令や予算との関わりなどに着目して、国や地方公共団体の政治の取組を

捉え、国民生活における政治の働きを考え、表現することができる。（思考力、判断力、表現力等） 

○我が国の政治の働きについて、主体的に問題解決しようとしたり、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に

生かそうとしたりしてすることができる。（学びに向かう力、人間性等） 

（２）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

国や地方公共団体の政治は、国民主権

の考え方の下、国民生活の安定と向上

を図る大切な働きをしていることを

理解している。 

政策の内容や計画から実施までの過

程、法令や予算との関わりなどに着目

して、国や地方公共団体の政治の取組

を捉え、国民生活における政治の働き

を考え、表現している。 

我が国の政治の働きについて、

主体的に問題解決しようとした

り、よりよい社会を考え学習し

たことを社会生活に生かそうと

したりしている。 

 

３ 指導計画（全８時間） 

次 時 ねらい 問い 資料 評価規準（評価方法）

【評価の観点】 

一 １ 

①条例に関する学習
に対する意欲をもつ
ことができるように
する。 
 
 
 
②「香川県ネット・ゲ
ーム依存症対策条
例」について知り、条
例に対する自分の考
えを表現する。【第一
次意思決定】 

①全国にはどんなユニ
ークな条例があるのだ
ろうか。 
 
 
 
 
②「香川県ネット・ゲー
ム依存症対策条例」に
ついてどのように考え
ますか。 

・①新潟県阿賀町「ごっつぉ
条例」（条例の写真） 
・①和歌山県みなべ市「梅干
しでおにぎり条例」（条例の
写真） 
・①愛知県東海市「トマトで
健康づくり条例」（ポスター） 
・②「香川県ネット・ゲーム
依存症対策条例」の全文 

①全国のユニークな条
例について知ることを
通して、条例に関する学
習への意欲をもってい
る。（振り返り）【主体的
に学習に取り組む態度】 
 
②「香川県ネット・ゲー
ム依存症対策条例」に対
する自分の考えを表現
している。（意思決定シ
ート）【思考・判断・表
現】 

単元を貫く問い 
どうすればより多くの人が納得するような「条例」となるのだろうか。 

二 

２ 

 「香川県ネット・ゲ
ーム依存症対策条
例」が制定された背
景や目的について理
解できるようにす
る。 

 なぜ香川県は、「香川
県ネット・ゲーム依存
症対策条例」を制定し
たのだろうか。 

・「香川県ネット・ゲーム依
存症対策条例」（全文） 
・「香川県ネット・ゲーム依
存症対策条例」（前文・第１
条を分かりやすい言葉に修
正したもの） 

「香川県ネット・ゲー
ム依存症対策条例」が制
定された背景や目的に
ついて理解している。
（ワークシート①）【知
識・技能】 

３ 

「香川県ネット・
ゲーム依存症対策条
例」に対する様々な
立場の人の考え方に
ついて理解する。 

 香川県の議員、医療
関係者、学校関係者、保
護者、利用者の立場の
人々は、条例に対して
どのように考えている
のだろうか。 

・議員の発言の文章資料
（「ルポ ゲーム条例 なぜ
ゲームが狙われるのか」を基
に作成） 
・医療関係者の発言の文章
資料（四国新聞、インターネ
ット記事を基に作成） 
・学校関係者の発言の文章
資料（朝日新聞の記事、香川
県で働く教員への聞き取り
を基に作成） 
・保護者、利用者の発言の文
章資料（香川県への条例に対
するパブリックコメントを

「香川県ネット・ゲー
ム依存症対策条例」に対
する様々な立場の人の
考え方について理解し
ている。（ワークシート
②）【知識・技能】 



基に作成） 

４ 

広島県でも「ネッ
ト・ゲーム依存症対
策条例」が制定され
るとした場合の、
様々な立場の人の考
え方について理解す
る。 

 広島県でも同じ条例
が制定されるとしたら
広島県の議員、医療関
係者、学校関係者、保護
者、利用者の立場の
人々は、条例に対して
どのように考えている
のだろうか。 

・議員の発言の文章資料（呉
市議会議員への聞き取りを
基に作成） 
・医療関係者の発言の文章
資料（広島県の看護師への聞
き取りを基に作成） 
・担任が条例に対する考え
を語る 
・児童自身が保護者にイン
タビューして記述したメモ 

広島県でも「ネット・
ゲーム依存症対策条例」
が制定されるとした場
合の、様々な立場の人の
考え方について理解し
ている。（ワークシート
③）【知識・技能】 

５ 

「香川県ネット・
ゲーム依存症対策条
例」について自分の
考えを表現する。【第
二次意思決定】 

 様々な立場の多様な
考えを踏まえた上で、
香川県の条例に対して
どのように考えるか。 

・これまで児童自身が記入
してきたワークシート①～
③ 

「香川県ネット・ゲー
ム依存症対策条例」につ
いて、様々な立場の多様
な考えを踏まえながら
自分の考えを表現して
いる。（意思決定シート）
【思考・判断・表現】 

三 

６
（
本
時
） 

グループでの話し
合いを通して、「ネッ
ト・ゲーム依存症対
策条例」をより多く
の人に納得してもら
えるような提案を考
える。 

どのようにすれば、
より多くの人が納得す
る「ネット・ゲーム依存
症対策条例」になるの
だろうか。 

・これまでに調べ学習でま
とめてきた様々な立場の多
様な考え方 
・これまで児童自身が記入
してきたワークシート①～
③ 

①我が国の政治の働き
について、主体的に問題
解決しようとしたり、よ
りよい社会を考えよう
としたりしている。（行
動観察、振り返り）【主
体的に学習に取り組む
態度】 
②「ネット・ゲーム依存
症対策条例」をより多く
の人に納得してもらえ
るような提案を考えて
いる。（行動観察、振り
返り）【思考・判断・表
現】 

７ 

他のグループから
の質問や意見を基
に、自分たちの提案
を再考する。 

より多くの人が納得
するためには、どうす
ればよいのだろうか。 

・これまでに調べ学習でま
とめてきた様々な立場の多
様な考え方 
・他のグループからの質問
や意見のメモ 

①我が国の政治の働き
について、主体的に問題
解決しようとしたり、よ
りよい社会を考えよう
としたりしている。（行
動観察、振り返り）【主
体的に学習に取り組む
態度】 
②「ネット・ゲーム依存
症対策条例」をより多く
の人に納得してもらえ
るような提案を考えて
いる。（行動観察、振り
返り）【思考・判断・表
現】 

四 ８ 

これまでの学習を
踏まえ、より多くの
人が納得する「ネッ
ト・ゲーム依存症対
策条例」にするため
の提案を表現する。
【第三次意思決定】 

自分だったらより多
くの人が納得するよう
な「ネット・ゲーム依存
症対策条例」にするた
めにどのような提案を
するのか。 

・これまで活用したすべて
の資料 

①我が国の政治の働き
について、主体的に問題
解決しようとしたり、よ
りよい社会を考えよう
としたりしている。（行
動観察、振り返り）【主
体的に学習に取り組む
態度】 
②「ネット・ゲーム依存
症対策条例」をより多く
の人に納得してもらえ
るような提案を考えて
いる。（意思決定シート）
【思考・判断・表現】 

 



４ 本時の展開（本時 ６／８） 

（１） 本時の目標 

これまでに学習した香川県、広島県の「議員」、「医療関係者」、「学校関係者」、「保護者」、「利用者」の立場の人々の

考え方を基に、グループで話し合い、「ネット・ゲーム依存症対策条例」をより多くの人に納得してもらえるような提

案を考える。              【資質・能力／思考力、判断力、表現力等、学びに向かう力、人間性等】 

（２） 本時の展開 

 
学習活動 

〇指導上の留意点 
◇配慮が必要な児童への手立て 

資料 評価規準【観点】（評価方法） 

出
合
う
・
つ
か
む 

１ これまでの

学習を振り返

る。 

 

 

 

２ 本時のめあ

てを確認する。 

〇 条例を制定する意義や目的、「ネット・ゲー

ム依存症対策条例」に対して様々な立場の多様

な考えがあることを振り返ることを振り返る

ことで、本時の学習にこれまでの学びを活用す

ることができるようにする。 

 

〇 広島県でも「ネット・ゲーム依存症」に対す

る取組が必要であるという考えがあること、県

民を守るためにより良い条例を制定しなけれ

ばならないことを捉えさせる。 

 

 

 

・既習事項を確認

するための前時

までの授業スラ

イド 

 

 

・令和６年 広島

県依存症対策推

進計画 

 

考
え
る
・
深
め
る 

３ 討論的な活

動の設定を確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 各立場で出

ている様々な

意見を再確認

することで、条

例に対する意

見を整理する。 

〇 討論的な活動の方法や目的を児童に伝える

ことで、様々な立場の多様な考え方を踏まえて

より多くの人が納得するような提案をグルー

プで考えることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ どの立場の代表者になるのかについては、基

本的にはグループで自由に決めてよいが、社会

科の学習や対話に苦手意識をもつ児童には「保

護者」や「利用者」を担当するように声かけを

する。これらは児童にとって身近であり、比較

的考えを理解しやすい立場であるため。 

 

〇 様々な立場から多様な意見があることを再

確認し、肯定的意見、否定的意見を統合し、よ

り多くの人が納得する提案を考える際の思考

を焦点化させるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート①

～③ 

 

めあて どのようにすればより多くの人が納得するような「ネット・ゲーム依存症対策条例」になるだろうか。 

討論的な活動の設定 
・グループは５人編成で、この話合いは「条例制定検討会」として、それぞれが「議
員」「医療関係者」「学校関係者」「保護者」「利用者」の立場の代表者として、話合い
の場に呼ばれている。 

・それぞれの立場の意見を代表者として出し合い、それらを踏まえてどうすればより多
くの人が納得してくれるような条例になるのか考えることが目的。 



考
え
る
・
深
め
る 

５ より多くの

人が納得する

条例にするに

はどうすれば

よいかグルー

プで話し合い、

提案を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 提案を全体

共有し、提案に

対する質問や

意見を出す。 

〇 様々な立場の多様な意見から根拠にする考

え方や、意見に対してどのように対応して納得

してもらえるようにするか話し合わせること

で、自分たちの考えと様々な立場の人々の考え

を比較・分類し、葛藤しながら提案することが

できるようにする。 

 

◇ 司会、ホワイトボード記録係、提案記入係、 

タブレット係、発表係などを教師が意図的に設 

定することで、苦手意識をもつ児童にも役割を 

与えることで、授業における居場所を感じられ 

るようにする。 

 

 

 

〇 提案に対する質問や意見を出させることで、

次時により多くの人が納得する提案を再考す

ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・我が国の政治の働き

について、主体的に問

題解決しようとした

り、よりよい社会を考

えようとしたりしてい

る。【主体的に学習に取

り組む態度】 

・「ネット・ゲーム依存

症対策条例」をより多

くの人に納得してもら

えるような提案を考え

ている。（ホワイトボー

ド）【思考・判断・表現】 

ま
と
め
る
・
つ
な
げ
る 

７ 本時の学習

を振り返る。 

〇 本時の学習を振り返ることで、本時での学び

をメタ認知したり、次時の学習に学びの意識を

つないだりすることができるようにする。 

  

 

 学習活動 

○指導上の留意点 

☆生徒指導の三機能につながる手だて 

◆「支援を要する」児童生徒への手だて 

○具体の評価規準 

（評価方法） 

★資質・能力 

出
会
う
・
つ
か
む 

１□●●●●●●●●●●●

●。 

  

考
え
る 

深
め
る 

 ☆ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●。 

【自己決定】 

★ ●●●●●●

【思考力・判断力・

表現力】 

振り返りの例 

・今日の授業では、自分が担当した立場以外の人々の考え方を知ることができたし、たくさんある意見を

もとに、グループで話し合いながら多くの人が納得する提案をすることができた。提案に対して質問や意

見がたくさん出たので、それをもとにさらに良い提案を次の時間に考えたい。 



５ 板書計画 

 

 

 

 

６ 使用したワークシート 

【意思決定シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
り
か
え
る 

  ○●●●●●●●●

●●●●●●●●

●。（ノート，行動

観察） 

条例に対する様々な立場

からの意見 

それぞれの班の提案を考える際に

記入したホワイトボード 



【ワークシート①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークシート②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【ワークシート③】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


